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【緒言】近年におけるテラヘルツ波の応用としてはイメージングの他、医療用装置への研究

が行われている。従来の血糖値測定方法として採血を行い酸素電極法によって濃度を特定

する方法があるが、測定における苦痛が患者の負担となっている。100GHz 付近のサブテ

ラヘルツ波は水の分子振動に起因する吸収ピークに対応し、その吸収量は水分子と溶質分

子との結合によって変化する。この吸収量の差から非侵襲な血糖値の測定が可能になる。

本実験ではグルコース・アルブミン水溶液にテラヘルツ波を照射し、その反射率から血糖

値を特定することを目標とする。そのために 100GHz 付近の光源を利用し反射率の濃度依

存性と血糖値の測定可能性を評価する。 

 

【実験方法】60GHzの TUNNETTおよび 140GHzの IMMPATTを光源としてグルコース

水溶液に照射し、45度反射したテラヘルツ波を SBDにて検出することで反射率を求めた。

試料溶液は体温である 37℃に加熱され、濃度を一定に保つためフローセルと蠕動ポンプを

用いて循環させた。血中成分としてアルブミンを用いて反射率への影響を調査し、アルブ

ミン混合グルコース水溶液における測定可能性を評価した。 

 

【結果】図 1に 60GHzにおけるアルブミン添加グルコース水溶液での反射率の濃度依存性

を示す。グルコース濃度の増加に伴

い反射率が低下する傾向がみられる。 

これはグルコース分子と水分子の水

素結合により水の分子振動が抑制さ

れ反射率が減少していると考えられ

る。グルコース濃度は 0.05wt%の差

を検出でき、血中濃度である

0.1wt%~0.2wt%を識別できた。アル

ブミンによる影響はグルコースより

も大きく、影響が少ない間質液にお

いて測定が必要であると考えられる。 
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